
（新規）
ツキノワグマ対策

14,000

自然環境課
鳥獣被害対策支援センター

映像制作インセンティブ実証 176,000

ｅスポーツ・クリエイティブ
推進課

TUMO Gunmaの整備 △ 234,487

ｅスポーツ・クリエイティブ
推進課

（新規）
Ｇメッセ群馬改修に伴う損失
補償

777

ｅスポーツ・クリエイティブ
推進課

（新規）
教員･児童生徒向けデジタル教
材の活用基盤整備

50,000

（教）総務課

○県内における目撃・出没件数の増加や、人身被害事例の
発生を踏まえ、早急に必要となる対策を実施。
　また、ツキノワグマが指定管理鳥獣に追加されたことに
伴い、ゾーニング管理の導入など、ツキノワグマ適正管理
計画を前倒して改正するための調査を実施。

・麻酔銃猟出動費　　3,000千円（300千円×10回）
　クマ出没時に麻酔銃での不動化を実施
・人身被害原因調査　1,000千円（125千円×8回）
　人身被害が発生した場合の原因調査
・奥山調査　　　　　8,844千円（402千円×22地点）
　県内22地点でカメラ調査を実施
・生息頭数推定　　　1,156千円
　奥山調査の結果をもとに生息頭数を推定

令和６年度５月補正予算　主要事業一覧

事  　業　  名 予算額
（単位：千円） 補 正 内 容

○TUMO Gunmaの整備に伴うＧメッセ群馬改修に要する経費
について、令和５年度分のデジタル田園都市国家構想交付
金（拠点整備タイプ）を活用することとなったため、令和
６年度当初予算の一部を減額するもの。

○Ｇメッセ群馬４階部分を改修することに伴い、利用予定
者の会場変更等に係る損失を補償するもの。
・第３１回日本遺伝子診療学会大会　　　　　 492千円
・第３６回日本気管食道科学会認定気管食道科専門医大会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　285千円

○デジタル田園都市国家構想交付金を活用し、教員、児童
生徒向けにデジタル教材を作成・活用することで、授業の
質の向上や児童生徒の創造力の育成を図る。

(1)予算額
　・授業支援型題材パッケージ　　　 　30,000千円
　　　デジタルマンガ型指導案（教員用）
　　　授業導入動画（児童生徒用）
　　　デジタルドリル（　〃　）(既存の教材を活用)
　・授業支援型生成ＡＩ（　〃　）　　 15,000千円
　・Webサイト作成・運営　         　　1,000千円
　・事務局委託等　　　　　　     　   4,000千円
(2)対象
　・美術（図工）
　・小学１年～中学３年

○大型映像作品を県内に誘致するとともに、経済効果等を
把握するため、制作会社が映画やドラマの制作等に係り、
県内の企業や個人へ支出する費用に対し補助を実施。

・現計予算　 44,363千円（ 2作品）
　→補正後　220,363千円（10作品）
・補助率1/2（上限：20,000千円）
　※Ｇメッセ群馬展示ホールをスタジオ利用した場合は
　　10%加算

債務負担行為

［△61,255千円］



事  　業　  名 予算額
（単位：千円） 補 正 内 容

公立学校１人１台端末等整備 39,000

（教）総務課

ぐんまDXハイスクール 20,000

高校教育課
（教）総務課

管理課

交通安全施設整備
（交通安全施設電気料）

53,679

（警）交通規制課

○電気料の高騰により、信号機等電気料にかかる予算に不
足が見込まれるため増額。

・当初予算額229,411千円 → 執行見込283,090千円

○令和５年度２月補正予算で造成した基金を活用し、公立
学校に整備した１人１台端末の更新経費等を市町村に補助
するほか、事務効率化のためのソフト作成委託等を実施。

(1)予算額
　・１人１台端末更新補助（玉村町）　　18,340千円
　・入出力支援装置等購入補助（桐生市）　　80千円
　・入出力支援装置等購入　　　　　　　 5,470千円
　・事務効率化ソフト作成委託　　　　　15,110千円
(2)対象等
　・１人１台端末更新
　　　公立小中学校対象
　　　基準額5.5万円／台（補助率2/3）
　・入出力支援装置
　　　点字、視線、音声入出力装置等（補助率10/10）
　・事業期間
      令和6年度～令和10年度予定

○国の補助事業を活用し、情報、数学、理科等の教育を重
視するカリキュラムを実施するとともに、ICTを活用した
文理横断的な探究的な学びを強化する県立高校に対して、
必要な環境整備を実施。
　※国庫事業の内定に伴う増額（15校⇒17校）

　・10,000千円（補助上限）×2校＝20,000千円


